【様式1】
   年   月   日
2019年度（公社）砂防学会

若手研究(研究・技術開発)助成申請書
公益社団法人 砂防学会

 学会長 海堀　正博 殿
申請者：

所　属：
住　所：
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 10(ふりがな),氏　名)：
印

E-Mail：

TEL：

学会員・非会員の別：会員・非会員（該当に○）

会員番号　　　　　　　　　　（会員のみ記入）
貴学会の助成金を受けて下記のテーマで研究・技術開発を行いたいので申請します。
記
1.助成の種別
①研究・技術開発
2.課題名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3.指導教官（申請者が学生の場合）
指導教官の署名：

指導教官の推薦文：

4.助成要望金額
                  円
5. 研究開発の内容    【様式-1別紙NO.1～5】のとおり。
【様式-1 別紙No.1】
	研究開発の目的
①研究の学術的背景（本研究に関連する国内・国外の研究動向及び位置づけ、応募者のこれまでの研究成果を踏まえ着想に至った 経緯、これまでの研究成果を発展させる場合にはその内容等）、②研究目的（研究期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか）、③当該分野におけるこの研究（計画）の学術的な特色・独創的な点及び予想される結果と意義ついて焦点を絞り、具体的かつ明確に記入してください。

	

	所属：　　
	氏名：


【様式-1 別紙No.2】
	研究開発の具体的実施方法

研究目的を達成するための研究計画・方法について具体的に記入してください。また、研究計画と必要経費との関連性についても記入してください（研究方法と必要な物品との関連性、調査予定地域や実施体制と旅費、また、謝金等については人数や支援の内容など）。②研究計画の「物品費」、「旅費」又は「謝金等」のいずれかの経費が全体の経費の90％を超える場合には、当該経費の研究遂行上の必要性についても具体的に記入してください。

	

	所属：
	氏名：


【様式-1 別紙No.3】
	期待される成果の効果

研究助成で得られた成果が砂防学の発展にどのように貢献できるのかについて，具体的かつ簡潔に記入してください。

	

	成果の公表方法
研究助成で得られた成果を今後どのように公表する予定なのかを具体的かつ簡潔に記入してください。

	

	所属：
	氏名：


【様式-1 別紙No.4】

助成テーマ実施組織
	氏  名
	分  担  課  題
	要望額
	所       属

	
	
	
	

	
	
	
	

	

	
	
	


	ふりがな
	

	氏　名
	

	生年月日
	　　　 年 　　　 月 　　　 日
	歳

	勤 務 先
所    属
	
	職名・学年



	最終学歴
	　年   月
	

	学 位 等
	　年   月
	

	現在の専門
	

	連 絡 先
	〒


	TEL:    (    )

FAX:    (    )
E-mail:

	職    歴
	　年   月
	

	
	　年   月
	

	
	年 　月
	

	過 去 に刊行した著書及び発表した論文等
	


備考:共同研究者がいる場合は適宜追加して下さい。

携帯のE-mailアドレスは記入しないでください。
【様式-1 別紙No.5】

必要経費の概算と説明                                           (単位：円)
	   科  目
	名　　称
	  単　価
	数　量
	小　計

	1.人件費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	2.図書文献費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	3.旅費・交通費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	4.研究協力者謝金
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	5.会議費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	6.調査・研究費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	7.物品・器具購入費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	8.通信・運搬費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	9.印刷製本費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	10.消耗品費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	   合  計
	　　　　　　　円


注　：助成研究者・共同研究者の人件費、講演会・研究発表会への参加費用、飲食費等は認められません。また、物品費は一式5万円以上のものは認められません。（公社）砂防学会助成事業の手引きを確認の上、記入して下さい。記入欄不足の場合は適宜追加して下さい。
